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研究成果の概要（和文）：名詞比喩の生成に関して，説明的な比喩よりも詩的な比喩を生成するときのほうが，喩辞　
　（たとえる語）の探索範囲が広くなり，表現したい特徴を典型的に持たない概念も探索されることを明らかにした．
また，形容詞比喩の理解において，喩辞が中立的な印象を持つ比喩では，形容詞比喩が名詞比喩や動詞比喩に比べてネ
ガティブな印象を喚起しやすく，形容詞の意味の印象と詩的度の間には負の相関が成立することを示した．さらに，名
詞比喩の理解において，聞き手の作業記憶容量が大きいと比喩理解が容易になる傾向があるが，理解過程に及ぼす影響
はあまり確認されなかった．

研究成果の概要（英文）：In this project, we empirically demonstrated that both prototypical and less      
prototypical members of the intended property are searched for a vehicle during the production of literary
nominal metaphors, while only prototypical members are considered to generate explanatory nominal         
metaphors. We also revealed that, when metaphors have vehicles with neutral meanings, adjective metaphors 
are more likely to evoke negative meanings than nominal and predicative metaphors, and the meaning        
evaluation (positiveness) of adjective metaphors is negatively correlated with the degree of poeticality. 
In addition, it was found that individuals with high working-memory capacity may comprehend a nominal     
metaphor more easily than those with low working-memory capacity, but definitive evidence was not obtained
for the effect of working memory capacity on metaphor comprehension.
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１．研究開始当初の背景 
あるものごとを別のものごとでたとえる

比喩は，伝えたい情報を明確かつ説得的に伝
達する日常的表現であるとともに，情動や審
美的イメージの喚起といった表現効果を受
け手（読み手・聞き手）に与えるという興味
深い性質を持つ(Gibbs,1994)．このような性
質を持つ比喩の理解過程（意味解釈を導出す
る過程）・生成過程（ある意味を伝達する比
喩表現を作る過程）や鑑賞過程（審美的・詩
的効果を享受する過程）がどのような心内機
構で実現されているかは，認知科学をはじめ
とする言語に関する諸分野で重要な研究課
題である． 
よって，今までに比喩の認知過程・心的機

構に関して多くの研究が行われている．特に
名詞比喩（「恋人は薔薇である」のように名
詞で名詞を喩える表現）の研究が多くを占め
ており，我々の研究グループも以下のような
独創的な研究成果をあげてきた． 
(1) 名詞比喩の理解において，解釈多様性に

応じてカテゴリー化過程と比較過程が使
い分けられるという解釈多様性理論を提
案し，心理実験と計算機シミュレーショ
ンの両方から，その妥当性を示した． 

(2) 名詞比喩の鑑賞過程として，ずれの解消
モデルが成立することを実験的に示した． 

さらに，動詞・形容詞比喩（「怒りが沸騰す
る」，「赤い声」のように動詞・形容詞が比喩
性を持つ表現）の理解過程に関する研究は，
我々のグループの研究がほとんどであり，以
下のような成果をあげている．  
(3) 「動詞・形容詞比喩の意味解釈を構成す

るカテゴリーがある種の仲介カテゴリー
を介して間接的に想起される」とする二
段階カテゴリー化理論を提案し，心理実
験および計算機シミュレーションを通じ
てその妥当性を明らかにした． 

(4) 形容詞比喩の理解過程が，読み手のイベ
ント知識に依存することを示した． 

しかし，それらのほとんどは比喩内要因
（比喩表現の特性など比喩に関する要因）が
比喩の理解・鑑賞過程とどのように関係する
かを調べるものであり，比喩外要因（文脈，
受け手の知識・経験や作業記憶などの比喩を
取り巻く外的要因）と理解・鑑賞過程の関係
についての研究はほとんどない． 
 このような研究動向を踏まえると，比喩外
要因の影響を考慮した比喩の認知・鑑賞過程
を認知的に解明することは，比喩研究の発展
に大きく寄与する研究課題である．特に，文
脈などの外的要因や作業記憶などの個人内
要因を考慮せずに言語理解過程が語れない
という言語研究の常識を考えると，比喩研究
は大きく遅れており，本研究課題はその遅れ
を取り戻すために重要な研究である． 
 
２．研究の目的 
 以上で述べた研究背景をふまえて，本研究
では，比喩外要因が理解・鑑賞過程に与える

影響やその認知機構を解明することを目的
とする．また，それに付随して，比喩の理解・
鑑賞に関する既存の理論体系の検討や再構
築を行うことも目的とする．具体的には，以
下の４つの研究課題を本研究の期間内で主
に実施することとする． 
 
【課題１】比喩外要因が比喩の理解・生成過

程に与える影響の解明 
(1) 比喩の使用目的（説明のための比喩生成

か，詩的効果のための比喩生成か）の違
いが比喩の生成過程および生成される
比喩表現にどのような影響を与えるの
かを解明して，比喩の生成過程の認知モ
デルを構築する． 

(2) 聞き手の作業記憶容量が比喩理解に与
える影響を実験的に解明する． 
 

【課題２】比喩外要因が比喩の鑑賞過程に与
える影響の解明 

(3) 形容詞比喩が否定的な意味を喚起しや
すいという現象を詳細に調査して，その
メカニズムを解明する． 

(4) 聞き手の作業記憶容量や文脈情報が比
喩の面白さ認知に与える影響を解明す
る． 

 
さらに，これらの実験研究に加えて，我々が
従来から用いているベクトル空間モデルに
よる比喩の意味の計算モデルの精緻化のた
めの研究を実施する． 
(5) ベクトル空間モデルにおけるベクトル

合成手法（たとえる語とたとえられる語
のベクトル表現から比喩の意味のベク
トル表現を生成する手法）の性質の解明
や手法の改良を行う． 

 
３．研究の方法 
上記の研究目的で述べた５つの研究課題

に対して，以下に述べる方法で研究を実施し
た． 
 
(1) 名詞比喩に対して，以下の２つの心理
実験を実施した． 
①被喩辞（たとえられる語句，例：「計画は     
○○だ」）と比喩で表現すべき被喩辞の特徴
（例：「予定どおりに行かない」）のペア 20
組に対して，比喩表現の生成課題（喩辞・た
とえる語句の記述）を求めた．生成課題にお
いて，半分は説明的な比喩，残りの半分は詩
的な比喩を生成するように教示した． 
さらに，比喩生成課題で生成された比喩す

べてに対して，比喩生成課題とは別の参加者
に対して，喩辞典型性，比喩慣習性，比喩適
切性，喩辞と被喩辞の類似性の 7段階評定課
題を実施した． 
②被喩辞とその特徴のペア 30 組，および各
組に対する 3種類のターゲット語（その特徴
を典型的に持つ高・典型性語，低・典型性語，
無関連語）を用いて，プライミング実験を実



施した．実験では，各ペアに対して，比喩生
成課題（説明的比喩と詩的比喩の生成）を実
施後に，3 種類のターゲット語のいずれかを
提示して，語彙判断課題を行わせた．そして
語彙判断課題の回答時間を測定して，プライ
ミング効果を調べた． 
 
(2) 慣習性の高い名詞比喩 21 文（例：「怒
りは火だ」），慣習性の低い比喩 21 文（例：「孤
独は砂漠だ」），字義通り文 21 文（例：「自転
車は乗り物だ」），無意味文 63 文（例：「経理
はヘルメットだ」）に対して，参加者に有意
味性判断課題を求め，その速度（回答時間）
と正確さ（正判断率）を測定した．有意味判
断課題の制限時間として，500 ミリ秒，900
ミリ秒, 1600 ミリ秒の３条件を設定した．な
お，有意味性判断課題の前に，リーディング
スパンテストを実施して，参加者の作業記憶
容量を測定した． 
 
(3) 形容詞比喩に対して，以下の２つの心
理実験を実施した． 
①名詞比喩，動詞比喩，形容詞比喩各 60 表
現，計 180 表現に対して，意味選択課題およ
び SD 法による評定課題を参加者に求めた．
意味選択課題では，喩辞や被喩辞を単独で呈
示したときに連想語として別の参加者グル
ープが回答した単語の中から，比喩表現の意
味として適切なものを選択させた．  
②形容詞比喩 100 表現（例：「赤い静寂」，「楽
しい足跡」）を用いて，それらの意味の印象
（ポジティブかネガティブか）の 7段階評定
および詩的度の7段階評定を別々の参加者グ
ループに対して実施した． 
 
(4) 理解しやすさ／面白さが高い名詞比喩
12 個（例：「人生はギャンブルのようだ」）と
低い名詞比喩（例：「結婚は冷蔵庫のようだ」）
12 個に対して，それらの面白さ・理解容易
性・意外性の 7段階評定，リーディングスパ
ンテスト，面白さ・理解容易性・意外性の再
評定の３課題を参加者に求めた．最後の再評
定課題においては，比喩の解釈（特徴）を呈
示した後に，面白さ等の評定を求めた．呈示
する比喩解釈の個数を 0，1，3の 3条件を設
定して，文脈情報が面白さ認知に与える影響
を測定した． 
 
(5) 2 つの名詞から構成される名詞句と類
義語のペア 100 組（高頻度名詞句 50 表現，
低頻度名詞句 50 表現）に対して，2種類のベ
クトル空間モデル（LSA，PPMI）を用いて，
様々なベクトル合成手法により名詞句のベ
クトルを作成し，名詞句と類義語のコサイン
類似度を求め，その値を人間の類似度評定と
の相関や類義語ランク付けなどの評価手法
によって評価する． 
 
４．研究成果 
上記３で述べた方法に基づいて研究を行

い，以下の研究成果を得た． 
 
(1) 名詞比喩の生成において，説明的な比
喩を生成するときには，表現したい特徴を典
型的に持つ概念から喩辞を選択するのに対
して，詩的な比喩を生成するときには，表現
したい特徴を持つが典型的ではない概念ま
で探索範囲を拡張して喩辞を選択するとい
う違いがあることが明らかになった． 
①喩辞典型性，比喩慣習性，比喩適切性，喩
辞と被喩辞の類似性に対して，説明的比喩と
詩的比喩の平均値の差の検定を行ったとこ
ろ，すべての評定において，説明的比喩が詩
的比喩よりも有意に高い値となった． 
②語彙判断時間に対して，比喩の生成目的
（説明的，詩的）とターゲット語（高・典型
性語，低・典型性語，無関係語）の２要因分
散分析を行った．その結果，２要因の交互作
用が有意（p<.05）となった．説明的な比喩
を生成するときには，高・典型性語，低・典
型性語ともに有意なプライミング効果が得
られなかったのに対して，詩的な比喩を生成
するときには，高・典型性語，低・典型性語
ともに有意なプライミング効果が得られた．
この結果は，詩的な比喩を生成する過程にお
いて，典型性の高い概念だけではなく，典型
性の低い概念まで探索範囲を拡張して喩辞
を選択していることを示唆する． 
 
(2) 制限時間および慣習性の主効果が有意
であった（p<.001）．制限時間が長くなるほ
ど，または慣習性の高い比喩のほうが，正判
断率が高くなった．しかし，参加者の作業記
憶容量の高低に関しては，有意な主効果，交
互作用は得られなかった．この結果は，聞き
手の作業記憶容量が比喩理解に影響を与え
るという予測に反するものであり，さらなる
検証が必要である． 
 
(3)①比喩の意味として選択された語は，喩
辞の連想語が被喩辞の連想語よりも有意に
多かった．また，喩辞がポジティブまたはネ
ガティブな意味を持つ比喩においては，比喩
の種類に関わらず，それらの比喩の印象は喩
辞の印象と同じになったのに対して，喩辞が
中立的な意味を持つ比喩においては，形容詞
比喩が名詞比喩や動詞比喩に比べて，ネガテ
ィブな意味を喚起しやすいという結果とな
った．この結果は，我々が以前から示してい
る形容詞比喩が否定的な意味を喚起しやす
いという知見を支持するものである． 
②意味の印象度と詩的度の相関を求めたと
ころ，有意な負の相関（r=-.336, p<.05）が
得られた．この結果は，詩的度の高い形容詞
比喩ほど否定的な意味が喚起されることを
示しており，形容詞比喩の否定的な意味の喚
起の要因のひとつとして，その比喩の詩的度
が考えられることを示唆する．さらに，上記
の結果(1)を考え合わせると，詩的な比喩の
理解においては，喩辞に典型的ではない特徴



を考慮することによって，否定的な意味が喚
起されやすくなるという認知機構を示唆す
ることができ，これが我々が提案している二
段階カテゴリー化理論の間接的な証拠とみ
なすことができる． 
 
(4) ①個人の作業記憶容量（リーディングス
パンテスト得点）と，理解容易性・面白さ・
意外性の評定値との相関係数を求めたとこ
ろ，面白さ・意外性評定値の間には有意な相
関がみられなかったが，理解容易性との間に
は弱い相関が見られた．この結果は作業記憶
容量が比喩理解に影響を与えるという予測
を部分的に支持するものである．また，聞き
手の作業記憶容量が比喩鑑賞過程には影響
を与えないという可能性を示唆している． 
②理解容易性が高い比喩と低い比喩のグル
ープごとに，課題タイプ（評定，再評定）と
呈示特徴数（0,1,3 個）の２要因分散分析を，
面白さ・理解容易性・意外性のそれぞれに対
して行った．その結果，理解容易性が高い比
喩に関しては，理解容易性に対する課題タイ
プの主効果が有意（p<.005）であった他は，
呈示された特徴数の主効果および交互作用
に有意差は得られなかった．面白さと意外性
に関しては，主効果・交互作用ともに有意な
差は得られなかった．一方，理解容易性が低
い比喩に関しては，面白さに対する課題タイ
プの主効果（p<.005）と交互作用（p<.05），
理解容易性に対する課題タイプ，呈示特徴数
の主効果（p<.001）と交互作用（p<.001）が
有意となった．意外性に対しては主効果，交
互作用ともに有意でなかった．特に，面白さ
に関して，最初の評定課題よりも再評定課題
の方が面白さが高くなったという結果は，深
い解釈を行うことによって詩的効果の認知
が促進されるという比喩鑑賞に関するずれ
の解消モデルを部分的に支持するものであ
る． 
  
(5)単語間の共起関係に基づく意味空間
（PPMI）では，乗法演算に基づくベクトル合
成が加法演算に基づくベクトル合成よりも
適切な意味ベクトルを生成した．また，加法
演算に乗法演算を用いて拡張したベクトル
合成手法が意味ベクトルの質を向上させる
ことを示した．これらの結果は，近年国内外
で注目されているベクトル空間モデルにお
けるベクトル合成手法に対する新たな知見
をもたらすものであるとともに，比喩理解の
計算モデルとしてのさらなる可能性を示唆
するものである． 
 
(6) 以上の研究成果は，多様な比喩の理解・
鑑賞過程に関する従来の知見を格段に進歩
させるものであり，国内外の比喩研究の状況
を鑑みても多くの新しい知見を提供するも
のである．特に，比喩外要因が比喩の理解や
生成過程に影響を与えることを実験的に示
したことは，比喩研究の発展に大きく貢献す

るものである．今後はさらにこの研究を発展
させることが望まれるとともに，多様な比喩
の理解過程を統合する大理論の構築が興味
深い課題である． 
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